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緯度： N 33°50′32.7445″
経度：E132°44′22.4864″

ﾌﾗﾝｼﾞﾄｯﾌﾟ標高：47.458m
GL標高：47.884m

観測建屋へ

16"鋼管パイプ
(外径:406.4mm)

10m

水位計:40.426m

12"鋼管パイプ
(外径:318.5mm)

177.2m

350m

6"鋼管パイプ
(外径:165.2mm)

塩ビパイプ:482.59m
水温計:486.926m

500.70m

6"ｽﾄﾚｰﾅｰ鋼管パイプ
（512.22m～528.57m）

532.00m

6"鋼管パイプ
(外径:165.2mm)
594.09m

設置ケース

地震計・傾斜計
(594.14m～597.62m)
5"鋼管パイプ
(外径:139.8mm)

600.00m セメントミルク充填
深さの基準はGL

崖錐堆積物

領家帯の
花崗閃緑岩，
ホルンフェルス
流紋岩（貫入岩）

和泉層群
砂岩泥岩互層，
凝灰岩

水位観測区間
（豆砂利充填）

 
孔１ ボーリングコア写真 

80～85m 和泉層群 砂岩泥岩互層 

 
85m

175～177.2m 和泉層群砂岩泥岩互層 
177.2～180m 花崗閃緑岩 

 
180m

595～600m 花崗閃緑岩 

 
600m

 
緯度： N 33°50′31.8892″
経度：E132°44′21.4314″

ﾌﾗﾝｼﾞﾄｯﾌﾟ標高：43.106m
GL標高：44.040m

孔３へ

12"鋼管パイプ
(外径:318.5mm)

13.0m

水位計:45.934m

6"鋼管パイプ
(外径:165.2mm)

塩ビパイプ:139.45m

セメントミルク埋設

160.00m

水温計:178.434m

6"ｽﾄﾚｰﾅｰ鋼管パイプ
179.99m （170.2m～181.1m）

地震計
(189.94m～191.00m)

195.0m
セメントミルク埋設

歪計
(200.77m～203.10m)

5-5/8"(142.9mm):205.0m

深さの基準はGL

崖錐堆積物

領家帯の
花崗閃緑岩

和泉層群
砂岩泥岩互層，
凝灰岩

水位観測区間
（豆砂利充填）

 

 

 

孔 2 ボーリングコア写真 
170～175m 和泉層群凝灰岩～互層 

 
175m

 
190～195m 和泉層群礫岩，砂岩泥岩互層 

195m
200～205m 花崗閃緑岩 

 
205m

 
緯度： N 33°50′32.3062″
経度：E 132°44′21.7713″

ﾌﾗﾝｼﾞﾄｯﾌﾟ標高：45.813m
GL標高：46.213m

観測建屋へ

12"鋼管パイプ
(外径:318.5mm)

12m
13.0m

6"鋼管パイプ
(外径:165.2mm)

16.00m
17.00m ベントナイトペレット

水温計:19.400m
水位計:20.400m
6"ｽﾄﾚｰﾅｰ鋼管パイプ

22.30m （17.02m～22.45m）

6"鋼管パイプ
(外径:165.2mm)

孔底地震計
(26.075m～28.60m)

5"鋼管パイプ
(外径:139.8mm)

31.0m セメントミルク充填
深さの基準はGL

塩ビパイプ:8.58m

崖錐堆積物

和泉層群
砂岩泥岩互層

水位観測区間
（豆砂利充填）

 

 

 

 

 

 
孔３ ボーリングコア写真 

 15～20m 和泉層群砂岩泥岩互層 

 
20m

  
 25～30m 和泉層群砂岩泥岩互層 

 
30m

孔１：600m 孔２：205m 孔３：31m 

   

松山観測井 

孔２－孔１ 孔井地質 

和泉層群 

花崗閃緑岩 

松山観測井は松山総合公園かえでの谷に設置しました。 

観測井周辺の地質は、領家帯花崗岩類の花崗閃緑岩（中生代）

および和泉層群の砂岩泥岩互層等（中生代白亜紀）から構成さ

れており、地下にもこれらの岩石が分布しています。 

 

m 

領家帯花崗岩類(中生代） 

 GD：花崗閃緑岩 断層（破線は伏在，推定） 

和泉層群（中生代白亜紀） 

  ss：砂岩泥岩互層 

  ｔｆ：酸性凝灰岩 

未固結堆積物（新生代第四紀， 
 現世堆積物含む） 
  a2：沖積低地堆積物 
  d1：崖錐堆積物等 
  d2：段丘堆積物 

石鎚層群安山岩類 
（新生代中新世） 

  PA：輝石安山岩等 

  HA：角閃石安山岩等 

領家変成岩類（古生代ある

いは中生代） 

 Hf：黒雲母ホルンフェルス 

産業技術総合研究所ではこれまで、地下水観測による東海地震の予知研究を 30 年余り継続し、経験を積んで

きました。この成果を、東南海・南海地震の予測研究に生かすために 2006 年度から 2008 年度にかけて、四国

や紀伊半島周辺の12カ所に新規観測井を設置しました。各観測井は600m，200m，30mの３本の孔井に設置し

た観測装置および GPS から構成され、データはつくば市の地質調査総合センターに送られます。 

土地分類基本調査「三津浜」 5 万分の 1 表層地質図（1975,愛媛県）より一部を引用 



 
 
 

 
 

孔１掘削工事 

観測建屋

10-5/8" 
トリコンビット

過去に起きた南海地震の後に、道後温泉のお湯の湧出

が止まったり、減ったという記述が、古文書などに見られ

ます。このような地震に伴う地下水の変化を、その他の地

殻活動と共に捉え、将来の東南海・南海地震予測に役立

てるために、この施設が作られました。 

（なお、この施設は観測研究用であり、警報用ではありません） 

東南海・南海地震予測のための 

地 下 水 等 観 測 施 設  

松 山 観 測 井  

地質調査   ンター
地震地  下水研究グループ
〒305-8567　茨城県
つくば市東1-1-1 中央第７
TEL：029-861-3656

     伊予鉄バス「津田団地前」行き 
     「丸山」停留所下車 徒歩 7 分 

孔３ 地震計 

孔２ 歪計 

孔１ 地震・傾斜計

孔２ 地震計 

   水位計        水温計 
  孔１，２，３共通 

37.8m 

観測建屋 
雨量計・気圧計 

観測建屋，案内板

GPS 第三駐車場北側 

観測井：愛媛県松山市南江戸５丁目～６丁目 

    松山総合公園 かえでの谷 

GPS ：愛媛県松山市朝日ヶ丘１丁目 

孔名 深度 孔口標高(GL) 緯度 経度

孔１ 600m 47.884m N 33.8424290° E 132.7395796° 水位計 水温計 GL.-520m付近の帯水層 速度型地震計＋傾斜計 孔底付近に設置

孔２ 205m 44.040m N 33.8421914° E 132.7392865° 水位計 水温計 GL.-170m付近の帯水層 速度型地震計＋歪計 孔底付近に設置(埋設)

孔３ 31m 46.213m N 33.8423073° E 132.7393809° 水位計 水温計 GL.-20m付近の帯水層 速度型地震計 孔底付近に設置

地下水観測装置 その他 観測装置

ookawa
タイプライターテキスト

ookawa
タイプライターテキスト

ookawa
タイプライターテキスト
連絡先
産業技術総合研究所
地質調査総合センター
地震地下水研究グループ
〒305-8567 茨城県つくば市
東１－１－１ 中央第７
TEL：029-861-3656

ookawa
タイプライターテキスト




